










京都工芸繊維大学 増 山 和 夫
このたび昭和57年度科 学研究 費補助金 に よる海外学術調査(研 究代 表者 ・藤
本康雄教授 京工繊 大 ・建築学科)「 フ ランス を中心 と した カロ リング期建 築
遺構 学術調 査(第1次 本調査)に 参加 す る機 会 を得 て,フ ラ ンス,イ ギ リス,
スペ イ ンの初期 中世 の教会建築 を中心 に平 面形 の実測 と構 成分析,各 部軸線 の
方向 と方位 の測定 などの調査 ・測 量 を行 っ ています。 当調査 団 は,建 築史 の研
究者 のほ かに,美 術史,彫 刻,地 球物理 の研究者 な ど6名 によっ て構 成 され て
います。小 生 は,測 量 デー タの電算機 による解析処理 を担当 す るとい うことで
参加 して います。期 間 は昭和57年8月16日 か ら11月1日 までの78日間 の予定 で
す。
今 よ うや くその半 を過 ぎて,中 部 フ ランス,ノ ルマ ンデ ィ,イ ギ リス南部 を
終 り,北 スペ イン,フ ランス東部 を残 すの み となりま した。
これ まで に調査 した教会 の内,フ ラ ンスでは,礼 拝堂 の天 井裏 をは じめ鐘楼
の上 まで登 ることが出来たREIMSの 教会,ス テ ン ドグラスが大変 みご とな,
CHARTRESの 教 会,柱 頭彫 刻 がすば らしいST.NECTAIRE,そ して礼拝堂
内部 が朱色 を中心 に彩色 されたISSOIREの教 会。 イギ リスで は,画 家 コ ンス
タブルが盛 ん に写生 をしたSALISBURYの 教 会,今 か ら1200年も前 に建 て ら
れた とい うBRADFORDの 小 さな教会,そ れにCANTERBURYの 大 聖堂 な
どが特 に印象的 で した。
調査地 間の移動 は主 に自動車 によ ります。 フラ ンスのパ リを中心 に四方 八方
にの び る高速 自動 車道(AUTOROUTE)の 充実振 りは大変見事 だ と思 い ます。
車線幅 が広 く,路 面 もよ く整備 されてい ると共 に一般 の交通標識 の ほか,行 き
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先 案内,観 光案 内 の標識 な どが絵 文字 によって大変 わ か り易 く表示 されてい ま
す。道路 両側 の路 肩 の設計 がいか にも大陸的 で,十 分 な余裕 を持 ってな されて
い ます。 自動 車 自体 の性 能 も さる ことなが ら,道 路環 境 の違 い がこれほ どス ピ
ー ド感や乗 り心地 に影響 す るもの かと,今 更 なが ら驚 きました。名神 高速 で は
80㎞/hでも時 として恐怖感 が出 るものです が,こ ちらで は100～120km/hで走 っ
て いて も余裕 を持 て るし,1日 往復500kmの自動車旅 行 もそれ ほ ど疲 れ が残 り
ませ ん。
イギ リスで も何度 か高速 道路 を走 る機会 が あ りま したが,や は り島国 とい う
感 じは否 め ませ ん。
フ ランスで もイギ リスで も単 車 はほ とん ど凡 てが 日本製 です。 イギ リスで は
日本製 の 自動車 も多 く目につ きます。 ロ ン ドンの 目抜 き通 りで,日 本 の電気 メ
ー カーの商品 が軒 を連 らね て並 んで い るの も何 か しら不思議 な情景 です。
ロ ン ドンで はデザ イ ンセ ンター にも立寄 りま した。 イギ リス各地 のデザ イ ン
系大学 の学生作 品(卒 業制作 に相 当す る)の 内 から選 ばれた ものが展 示 されて
いま した。 テーマや作 品 の仕上 り具合 につ いて は,わ が国 におけ るこの種 の も
の と大差 はあ りません。 ただ違 う所 は,ど の作 品 にもそのテー マに関連 す る企
業 や協 会の スポ ンサー がつ いて,そ れぞれ に賞 金 が贈 られて いる とい うこ とで
す。 デザ イ ンセ ンター では,82年度CoID選 定 商品の展示 も同時 に行 われてい
ま した。 どの製 品 もエ ンジニア リ ング的 な要素 がよ り多 く評価 されて いるよ う
な印象 を受 け ま した。
デザ イ ンセ ンター全体 が以 前 に比べ ると展 示場 を縮少 して,書 籍 やCoID選
定 商品の売場 を広 げてい るのは少 々気 になるところです。
フ ラ ンスが いかに大陸的 で おお らか さが感 じられ るの に対 して,イ ギ リスは,
少 々窮屈 な感 じのす るのは煉 瓦造 りと白 い目地 によ るば か りでな く,全 く同 じ
フ ァサー ドしか持 たない住宅 にも あるよ うです。聞 く所 による と,一 般 の住宅
で も,新 築 あるいは増 改築 に際 しでは,役 所 に設計 図 を提 出 して公開の上,広
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い範 囲 の一般住 民 の了解 を得 なければ な らない との事 です。短期 間の経験 で早
急 な判断 は許 されません が,何 か につ けフラ ンス とイギ リス とでは対象 的 な感
じが します。
これか ら行 くスペ イ ンは,小 生 にとっては初 めての経験 です。 どの よ うなこ
とになるか ら今 か ら楽 しみです。
(1982年9月23日パ リ発信)
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